【参考様式】

見　積　書
令和　　年　　月　　日

（宛先）　宜野湾市長　佐喜眞　淳　殿

商号又は名称
住所（所在地）
代表者職氏名　　　　　　　　　　印


｢宜野湾市ふるさと応援寄附推進事業業務委託｣に関し、下記の金額を見積り致します。
 百万
千
円

	金　額
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	


※見積書の記載額は、アラビア数字を用い、その頭部に「￥」を記入すること。

※見積に当たっての注意事項

1　宜野湾市ふるさと応援寄附推進事業業務委託プロポーザル実施要領「４．企画提案書等の提出書類⑩」のとおり、委託費の上限額は委託期間合計で144,126,000円（税込）とする。
２　市職員の人件費を含め、寄附金の募集に要する費用を全て積算すること。
３　受付後の書類の撤回、追加及び変更はできない。



見積内訳書
	費目
	金額（円）（税抜）
	寄附額に対する割合
	備考

	
	令和9年度
	令和10年度
	令和11年度
	令和9年度
	令和10年度
	令和11年度
	

	[bookmark: _Hlk234933258]返礼品調達費
	
	
	
	％
	％
	％
	

	配送料
	
	
	
	％
	％
	％
	/件

	業務委託手数料
	
	
	
	％
	％
	％
	

	ポータルサイト利用料
	11,550,000
	12,100,000
	12,650,000
	11％
	11％
	11％
	

	クレジットカード決済手数料
	2,100,000
	2,200,000
	2,300,000
	2％
	2％
	2％
	

	ワンストップ特例申請受付手数料
	
	
	
	％
	％
	％
	/件

	職員人件費
	1,000,000
	1,000,000
	1,000,000
	0.95％
	0.91％
	0.87％
	

	その他費用（　　　　　　）
	
	
	

	消費税額
	
	
	

	合計
	
	％
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※市職員の人件費を含め、寄附金の募集に要する費用を全て積算すること。
※全ての費用について、寄附金に対する割合を示し、積算すること。
ただし、想定が難しい場合、各ポータルサイトの利用料は寄附額の11％、各決済手数料は2％で積算し、いずれの場合も、全体の寄附の募集にかかる費用が総務省にて定める基準等に適切に準拠するように積算すること。
※令和８年10月以降に予定されているふるさと納税制度の段階的な見直し（寄附金活用可能額割合の変更等）については、別添参考資料を踏まえ、各指定対象期間において指定基準に適合するとともに、寄附金活用可能額を適切に確保できる経費設計であること。
【参考資料】
・別添資料①「令和８年度地方税制改正・地方税務行政の運営に当たっての留意事項等について」　第一　１②ふるさと納税制度の見直し
・別添資料②「ふるさと納税について(指定基準に係る告示改正)」　10ページ「寄附金活用可能額の設定及び使途の公表（案）」
※合計が参考見積書の金額と一致すること。
※その他費用を積算する場合は、括弧内に費目の名称を記載すること。
※上記項目以外に積算する項目がある場合は、追加して記載すること。
※費用明細について企画提案者が詳細資料を所持している場合は、別紙を添付しても差し支えない。
